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表紙のことば 　発生過程のマウス胎仔唾液腺（左写真）。赤が上皮構造を示す細胞接着因子
E-cadherin、緑が Melatonin receptor、青が核染色を示す。胎齢 12.5日では
単房性の上皮が枝分かれを繰り返し、美しい多房性の腺房構造が形成される。
　酵素処理後に再構成したマウス唾液腺（右写真）。赤が E-cadherin、緑が
Keratin5、青が核染色を示す。一度バラバラになった唾液腺細胞であってもマ
トリゲル上で培養すると、自律的に再集合し三次元的な分枝形成を再開する。
 （顎口腔機能治療学教室）


